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議事日程 

 議 案 

  日程第１ 議案第５３号 新中央図書館等基本計画の策定及び素案に対するパブリック・

コメントの結果について 
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午後 ２時０２分開会 

───────────────────────────────────────────────── 

◎ 開   会 

○羽原委員長 ただいまから平成22年新宿区教育委員会第11回定例会を開会します。 

  本日の会議には全員出席されておいでですので、定足数を満たしております。 

  本日の会議録の署名者は、熊谷委員にお願いいたします。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎ 議案第５３号 新中央図書館等基本計画の策定及び素案に対するパブリック・コ

メントの結果について 

○羽原委員長 それでは、議事に入ります。 

  「日程第１ 議案第53号 新中央図書館等基本計画の策定及び素案に対するパブリック・

コメントの結果について」を議題とします。 

  説明を教育政策課長からお願いいたします。 

○教育政策課長 では、議案第53号「新中央図書館等基本計画の策定及び素案に対するパブリ

ック・コメントの結果について」御説明いたします。 

  提案理由は、新宿区第１次実行計画で示した、中央図書館の役割や機能を抜本的に見直し、

ＩＴ社会に対応した情報センターとしての機能を強化した新中央図書館の整備について、基

本的な方向性を定める必要があるためでございます。 

  この報告の内容ですが、一緒に添付されている資料で、新中央図書館等基本計画（素案）

パブリック・コメント意見集約表と、それから、新中央図書館等基本計画の概要について、

そして修正箇所一覧表がお手元に一緒を配らせていただいております。この計画は、区と教

育委員会で、学識経験者や公募委員などで構成する新中央図書館等基本計画策定委員会の答

申を踏まえて、本区の基本計画を策定いたしたところでございます。 

  この計画の中では、知識や情報の核として、新しい機能を付加した施設のイメージをわか

りやすく表現するため、新中央図書館等の名称を（仮称）新宿メディアプラザとするなどと

しております。この基本的方向を今回お決めいただくということでございます。この詳しい

内容及びパブリック・コメントの内容及び修正箇所については、担当の副参事から説明いた

します。よろしくお願いいたします。 

○副参事（新図書館･学校情報化推進担当） それでは新中央図書館等基本計画の策定及び素

案に対するパブリック・コメントの結果について御説明させていただきます。 
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  本年７月２日に開催しました教育委員会で決定していただきました、新中央図書館等基本

計画素案につきまして、７月から８月にかけて、パブリック・コメント及び地域説明会を実

施いたしました。パブリック・コメントで寄せられた御意見を踏まえて、本計画を策定する

ものでございます。 

  まず、資料３を使ってパブリック・コメントの結果から御説明させていただきます。 

  新中央図書館等基本計画（素案）に対するパブリック・コメントは、本年７月15日から８

月11日までの28日間実施いたしました。資料のとおり、40名の方から36種類、合計87件の御

意見をちょうだいしております。期間中、地域説明会を合わせて３回実施して、素案の周知

に努めてまいりました。 

  次に、新中央図書館等基本計画（素案）パブリック・コメント意見集約表をご覧ください。 

  こちらに先ほど申し上げました、87件ちょうだいした御意見すべてと、それに対する区と

教育委員会の考え方を記載しています。なお、10ページと11ページにつきましては、地域説

明会の質疑でいただいた御意見等、それに対する区教育委員会の考え方をまとめております。

こちらですべてを読み上げるわけにはいきませんので、御意見を踏まえまして、計画に反映

させていただいたものについて、別紙にまとめていますので、そちらで御説明いたします。

右上に資料２と書いてあるものをご覧ください。 

  １点目は名称に関するものです。計画では、新しい施設を（仮称）新宿メディアプラザと

呼ぶこととしていますけれども、この名称に対する批判的な御意見を９件ちょうだいしてお

ります。御意見を踏まえまして、名称は区民や利用者の意見を踏まえ、公募して決定してい

きますとしました。素案ではなかった、公募という言葉を挿入させていただいております。 

  ２点目は多文化共生についてです。素案では多文化が共生する地域という言葉を使ってい

ましたけれども、これにつきましては、多文化共生という５文字で理念が定着しているとい

う御意見を踏まえまして、御指摘のとおり、多文化共生の地域というように修正を加えたも

のでございます。 

  次に現中央図書館の跡地に地域図書館を整備してほしいという御意見を28件ほどちょうだ

いしています。こちらにつきましては、御意見を踏まえまして、新宿区全体の図書館配置に

ついて検討していくというような文章であったものを、現中央図書館は約40年の長きにわた

り、多くの方に利用されてきたことや、近隣に地域図書館がないこと等の状況を踏まえとい

う文言を文章に加えさせていただいております。このように修正をさせていただきたいと考

えております。 
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  修正箇所一覧表の一番下の欄についてですけれども、先日の教育委員会の協議会でいただ

きました御意見を踏まえまして、地域資源という言葉を修正したものです。素案の段階では

地域資源等との連携・協力というような言い方としていたのですが、右端のほうに書いてい

ますように、地域で活動する多様な主体との連携・協力というような形で修正をさせていた

だきました。 

  次にこれらの修正を反映させました、新中央図書館等基本計画について御説明いたします。 

  計画本文は長文になりますので、こちらも概要をまとめました資料１で御説明させていた

だきます。 

  まず基本コンセプトにつきましては、素案の段階と同じですけれども、新宿力で創造する、

やすらぎとにぎわいのまちの実現に向けた新宿の知の拠点というものです。 

  このコンセプトを実現するための機能を、端的に伝える、支える、集うというように計画

の中で表現しています。 

  次に（仮称）新宿メディアプラザの特徴ですけれども、１点目は公文書のアーカイブ機能

を付加するとともに、今後登場する新しいメディアにも対応して、区民の情報格差の解消な

どの役割を果たしていくこと、２点目はすべてを（仮称）新宿メディアプラザが担っていく

のではなくて、多様な主体との連携をしながら、区民のニーズにこたえていきたいというこ

と、３点目につきましては、だれにとっても使いやすい施設を目指していくことをうたって

います。 

  裏面をご覧ください。 

  （仮称）新宿メディアプラザが展開する主なサービスです。 

  １点目は新しいメディアに対応していくこと、地域資料を特に強化していくこと、あるい

は新宿ゆかりの漫画家等の作品を収集、提供していくこと、２点目につきましては、区民の

課題解決支援としまして、資料を通じた支援にとどまらず、必要に応じて適切な機関等を紹

介していく区民の情報コンシェルジュなど、３点目につきましては、情報交流の支援としま

して、サイエンスカフェなどの仕組みのほか、ＩＣＴを活用した区民の情報発信、あるいは

情報交換の仕組みなどについても計画の本文で述べさせていただいております。 

  そのほか、計画本文では（仮称）新宿メディアプラザの運営や人材育成、地域図書館との

役割などについても記載をさせていただいております。 

  以上、大変雑駁ではございますが、新中央図書館基本計画の御説明とさせていただきます。 

○羽原委員長 説明が終わりました。 
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  議案第53号について、御意見、御質問がありましたら、どうぞ。 

○松尾委員 このパブリック・コメントに基づく修正箇所というところですが、この基本計画

につきましては、十分に時間をかけてしっかりしたものをつくっていただいたと思っており

ますが、このパブリック・コメントの４つ目、地域館の配置について、さらに踏み込んだ記

載が必要であるというところですけれども、そのパブリック・コメントの意見の中では、現

在の中央図書館が移転した後、図書館空白地域ができるという旨がコメントとして挙がって

おります。これは恐らく近隣の区民の皆さんからしますと、中央図書館が移転した後に、そ

の後どうなるのかというところがはっきりしていないために、非常に不安に感じられている

部分が多々あるのではないかと思います。 

  そのことはこの基本計画の中に記入するところではないとは思うのですが、区民の不安感

をできるだけ払拭するような形で、新宿区全体における図書館の配置について検討していき

ますというようになっております。その図書館の配置についての検討は、具体的なタイムス

ケジュールとしてどのような形で今後展開していくのかという部分について、できるだけ早

く検討を、本来であればこの基本計画の策定と並行して行われれば、そういう不安感という

のはもしかしたらなかったかもしれません。今後ということを考えたときに、そのあたりに

ついての御説明があると、これはこの基本計画の中に記入するという意味ではなくて、今後

の計画というところがある程度わかる部分について御説明いただければ大変ありがたいと思

います。 

○副参事（新図書館･学校情報化推進担当） 現在の図書館の跡地に関する御質問です。こち

らにつきましては、御承知のとおり、今年の第１回区議会定例会でも陳情が出まして、議会

でも採択されているという流れになっております。 

  今回、40名の方から意見をちょうだいしたわけですが、その大層の28件という件数でこの

問題についても御意見をちょうだいしておりますので、素案では委員御指摘のように、新宿

区全体における図書館の配置について検討していきますという文言だけだったものについて、

近隣に、跡地周辺に図書館がないというようなことも受けまして、今の中央図書館が40年も

非常に多くの方に愛されてきたというようなこと、それから近隣に地域図書館がないという

ような、この２点につきまして、計画上は加えさせていただきたいと考えております。 

  それから、今後のことについてですが、この基本計画の策定を本日議決していただいた後

に、この計画は理念的な計画になっていますので、今後につきましては、これを実現するた

めに、こちらでうたっている基本コンセプトや機能について、実際に実現していくための施
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設や設備の検討に入っていくというような手順を考えております。まだ施設の大きさ、キャ

パシティー、全体の大きさもそういう積み上げの中で議論されていくものであると思ってお

ります。その全体のキャパが出た段階で、大体の建設スケジュールも書けると思っておりま

すけれども、尐なくとも現中央図書館の跡についても、全体のスケジュールが決まった段階

で、間を置かずに同時に検討していきたいと、どうするのか検討していきたいと考えていま

す。 

○松尾委員 跡地の利用なのか、あるいは場合によってはその近隣のどこかに図書館を建設す

るということになるのかわかりませんけれども、近隣の皆様の要望としては、とにかく空白

ができないようにしてほしいということだと思います。 

  そうしますと、今後のスケジュールとしては、この基本計画を策定した後に具体的な建物

の構造等についての検討が入り、それと並行してその跡地の利用も含めた図書館全体の配置

計画の検討も行って、その建物、新中央図書館ができるといいますか、現在の中央図書館が

廃止されると同時ないしは非常に早い、短い空白の後に新しい地域図書館がオープンされる

というように考えてよろしいでしょうか。 

○副参事（新図書館･学校情報化推進担当） その辺も含めまして、区のほかの施設需要等々

もございます。今の跡地に整備するのか、あるいはほかの場所に整備するのか、あるいはそ

の前にやっぱり必要なのかどうかという検討も必要かとは思いますけれども、その辺も含め

まして、全体として施設計画の中で考えていきたいということです。もう新しい図書館は今

検討しているわけですけれども、今後建物のほうもどんどん具体化してくると思います。図

書館を建てて、そこに引っ越して、それから跡地をどうしようかという検討ではなくて、あ

る程度同時期に検討していきたいというような考え方でございます。 

○羽原委員長 関連して伺いますが、地元は今ある便利さを失いたくないという趣旨ですから、

今、僕は可能性もあるのかなという印象で聞いたんですけれども、そういう期待の余地があ

るのですか。検討という言葉はどっちにもとれるけれども、つくる気がないなら、あるいは

財政的につくれない状況なら、できないものには余り妙な期待はさせないほうがいい。だか

ら、図書館はあっちでつくるというように僕は理解していたから、今の説明だと、僕は若干、

地元の人は期待を持つと思います。 

○副参事（新図書館･学校情報化推進担当） 素案の段階から今回の計画の修正をご覧いただ

きますと、入れさせていただいた言葉が、やはり現中央図書館が40年も長い間、多くの方に

本当に利用されてきたこと、あるいは近所に地域図書館がないということを踏まえてという
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ような文言を入れさせていただきましたので、御指摘のような、もう図書館の整備をしない

ということを前提に検討していくというように書いているものではございません。ここに書

いてあることはやはり事実ですので、近隣の図書館というと、西落合の図書館と北新宿の図

書館という状況になってしまいますので、このままでいいというようには我々も決して思っ

ていません。できる方向で考えていきたいということで、当該場所になるか、あるいは別の

場所になるか、その辺はまだ検討はこれからでございますけれども、担当としては、何とか

実現する方向で考えていきたいと思っております。 

○羽原委員長 今の回答は僕はとてもいいことであると思います。地元もある程度、時間的な

問題はあるけれども、納得はすると思うけれども、その期待が裏切られないように伏線があ

ってのお話かと思って聞いております。 

○教育長 新宿の図書館ですが、中央図書館を中心に全体で９館という構想で地域図書館を含

めてネットワークを張ってきました。区内全域の区民の方々の利便性を図ってきたわけです。

今回、中央図書館が移転して新しく建てるという中で、その配置が変わるということは十分

当初から認識していましたので、そういった検討をしていくという記述もあったわけですが、

今回、パブリック・コメントも非常に多くあり、また、議会の陳情もあったということでの

その課題認識をきちんと持ったという、書き込みをさせていただいたということだと思いま

す。 

  委員長からの御発言がありましたように、教育委員会といたしますと、やはり責任を持っ

ている主体ですので、そのような課題認識を持ったということを踏まえて、今後どう検討し

ていくのかということが現時点での言い得るスタンスだろうと思います。ただし、課題認識

は十分持ったということで御理解いただければと考えています。 

○羽原委員長 行政用語としてはそうではあるが、一般の住民感覚だと、場所は同じ場所でな

くても生まれるのだなという脈略の話に受け取ると思います。僕はそれは決して反対ではな

くて、いいこととは思っているけれども、ただ、そう簡単にいくのだろうかと。財政的な問

題などいろいろある。それで、余り期待していいのか、全く五分なのか、行政が認識を持つ

ということは、つくられるというように地元は受け取ると思います。ですから、そこのとこ

ろを、つくることは賛成なんですが、余り期待に背くような結果にならないということに留

意していただきたいと思います。 

○松尾委員 先ほどはパブリック・コメントをもとにして住民の皆さんの立場に立ったつもり

の発言をしましたけれども、ここは教育委員会ですから、子どもの教育ということを考えた
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ときに、やはり図書館の空白地帯が生じるということは、子どもたちの教育にとってもマイ

ナス面が多々あると思われますので、そういう空白がさまざまな事情で生ぜざるを得ないと

しても、極力できるだけ短くなるように、できるならばゼロになるようにしていただきたい

と願っております。 

○羽原委員長 もう一つ簡単にお話しください。１番目の、名称を公募してメディアプラザか

どうかを決めるという、公募というのはどういう形でやり、また、もし伯仲したときは、伯

仲してもトップの名前でいくのか、そのあたり、プロセスについてお話しください。 

○副参事（新図書館･学校情報化推進担当） 公募につきましては、具体的な検討はこれから

になります。先だっての議会でも質問をいただきましたけれども、余り何もイメージのわか

ない段階で公募をかけても、恐らくだめでしょう、ただし、周知の時間も必要でしょうとい

うことで、ある程度建物のイメージが固まって、立ち上がっているような段階でやっていく

ことになろうかと思っています。 

  具体的に選考委員会なりを設置してということになると思いますけれども、具体的な手順

などについては今後考えていきたいと思っております。 

○次長 名称が１番のものがなるのかというような部分についてですけれども、今までの経験

といいますか、実績という意味では、公募して、例えば上位幾つかを、これは選定委員会み

たいなところにかけて、そこで選んでいただく。必ずしも公募の中で一番人気のあったもの

がなるとは限らないということがあります。 

○羽原委員長 わかりました。ほかに御意見ございますか。 

○白井委員 教えていただきたいのですが、パブリック・コメントで地図をわかりやすくして

ほしいということで、本当に見やすい形となりましたが、新宿スポーツセンターのところを

緑のスポーツ施設のある施設で囲んでいるところの横に、区立大久保スポーツプラザが抜け

ていますけれども、これは余り使われていないという趣旨で抜かしているのでしょうかとい

うことと、もう一つ、ここの目玉は文教地域にも近いということで、戸山高校や学習院を右

側のほうにピンクで、あと左側、メディアプラザの近くは早稲田大学理工学部が表記されて

いますが、その左も保善高校、海城中高と、メディアプラザを囲んだような形で結構文教地

域ではないかという感じに思ったのですが、その辺はどうだったのでしょうか。 

○副参事（新図書館･学校情報化推進担当） この辺につきましては、保善高校、海城高校も

そうですし、区立の戸山小学校もございます。実を言いますと、前につけた地図が、何でも

かんでも同じトーンで記載をしておりまして、ごちゃごちゃして挙句の果ては（仮称）新宿
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メディアプラザの場所すらどこだかよくわからないというような地図でございました。それ

で今回はトーンを変えて、主なものだけピックアップして目立つような感じで地図をあつら

えたものでございます。従って、代表的な通りと、それから隣の早稲田の理工学部、あと公

園といったところで大体の場所感覚はわかるのではということでつくらせていただきました。

委員御指摘のとおり、保善高校、海城高校、戸山高校、学習院女子大なども、挙げればちょ

っと切りがないぐらいいろいろな施設が密集しているところですので、簡易につくったとい

うことで御了解をいただければと思います。 

○白井委員 わかりました。 

○熊谷委員 何回も修正をしていただいて、大変いい基本計画になったというように私は評価

させていただいています。 

  それで、今、問題になっている区民の皆さんがどこにどういう施設ができるのかというこ

とは地域の方にとっては大変重要な課題なのでしょうけれども、先ほど委員長が言われたよ

うに、余り期待を持たせないでしっかりと方向性をこれから示していっていただきたいと思

います。ただし、明らかにあともう10年ぐらいたつとこの図書館やメディアの中身も何かが

大きく変わると思います。おそらく、紙情報というのはほとんど、もしかするとなくなるか

もしれない。そうなると、その図書館自体の位置よりも、むしろ機能のほうが非常に重要で、

つまり、今までは図書館に行って、そこで住民の方が利用するということですけれども、む

しろ住民の方が図書館から質の高い情報を自宅でとれるとか、学校でとれるとか、あるいは

職場でとれるとか、そういうようなことにならざるを得ないと思っています。 

  ですから、ぜひこの際、この中にはなかなか書き込めないのでしょうけれども、そういう

将来の新しい情報というか、あるいはこういう図書館、電子情報になって、ｉＰａｄのよう

なものは多分もしかすると小学生がみんな持つようになって、教室で学校では足りないよう

な情報が地域の図書館からどんどん流れてきているということになると思いますし、いろい

ろなことで変わっていくと思います。 

  ですから、そういう変化に対応できる新宿区のメディアプラザにしていただきたいと思う

ので、そういうことを念頭に置いて、全体の配置計画を考えていただくとよろしいのではと

考えます。ですから、むしろその建物とかよりも、中にどういう機能を持った、どういうサ

ービスの機器を入れるとか、あるいはそういう知恵をどういうところで、中央司令部みたい

なところがあって、そこで随時最先端の情報を新宿では配信できるような、そういうスタッ

フルームをつくるとか、何かそんな新しい方向をぜひ検討していただくと、おのずとその地
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域の配置なども自然に決まってくるのではないかと考えます。ぜひこの機会にこれをうまく

活用していただきたいと思います。 

○副参事（新図書館･学校情報化推進担当） 熊谷委員の御指摘のとおりだと思っております。

電子書籍の今、第３の波というようにも言われておりますけれども、今回の波はどうやら本

当に来そうだというようなことで、今までよりも出版会などを巻き込んで、大きな議論をし

ているようです。その中で、そういった電子書籍などが普及してくる社会の中でも、公共図

書館が果たしていく機能や役割などというような議論もされているようです。策定委員会の

中でも、電子書籍云々という議論もございました。正直わからないという、出版社の社長の

方も策定委員の中でいらっしゃいましたけれども、５年先にどうなっているのかがわからな

いということでした。一つ言えるのは、この新しい施設が30年、40年使われるというように

想像されますけれども、その中でも紙の資料はまだなくならないだろうという大ざっぱな予

想のもとに、そういうものもやはり充実していくというのが一つ。 

  それから、電子書籍がどんどん普及してきたときに、公共図書館が果たす役割というのは、

やはりそういう情報を使いこなす人だけではない、そうではない方々も当然いらっしゃると

いうことなので、そういう情報格差を解消していくということがやはり求められていくので

はないだろうかというような議論もございました。いずれにしても、そういう新しい技術に

も対応して、オープンの後もどんどん新しい技術が出てくると思いますので、そういうもの

にも対応していく可変性といいましょうか、どんどん変わっていく、そういったものを目指

していきましょうというような議論でございました。そういうところを目指していきたいと

思っております。 

○羽原委員長 ほかに御意見、御質問ございますか。 

  それでは、御意見、御質問がなければ討論及び質疑を終了いたしたいと思います。 

  今の熊谷委員のようなお話は、これから取り組むわけにもいかないけれども、十分留意さ

れるということを前提にして、議案第53号を議案のとおり決定するということでよろしいで

しょうか。 

〔異議なしの発言〕 

○羽原委員長 議案第53号は原案のとおり決定いたしました。 

  以上で本日の議事は終了いたしました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◆ 報告１ 中学校学校選択制の各学校別状況一覧（平成23年度新入学者）及び 
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平成23年度新入学区立中学校の抽選について 

○羽原委員長 次に、事務局からの報告を受けます。 

  報告１の説明をお願いいたします。 

○学校運営課長 学校運営課長でございます。 

  それでは報告１、中学校学校選択制の各学校別状況一覧（平成23年度新入学者）及び平成

23年度新入学区立中学校の抽選につきまして御報告いたします。 

  10月１日から29日の間で実施をしておりました、区立中学校の学校選択の結果ですが、お

手元の資料、合計欄の数字で御説明をさせていただきます。 

  まず受け入れ可能数につきましては、1,360人で、前年度と比較いたしますと、120人の減

となっております。これは四谷中学校における１学級40人の減と、西戸山、西戸山第二中学

校の統廃合による２学級80人の減によるものです。 

  通学区域内の生徒につきましては、10月30日現在の住民登録者数に、外国籍の方で中学校

入学を希望される方を含めた数字で合計で1,569人です。 

  選択希望者が401人で、率といたしましては、25.5％という状況になっております。 

  ちなみに、前年度平成22年度につきましては、通学区域内の生徒数が1,458、選択希望者

が461、希望率31.6%で、希望数、率とも昨年度より下回っている状況でございます。 

  今回、抽選を行う学校につきましては、牛込第一中学校、牛込第三中学校、新宿西戸山中

学校の３校です。このうち牛込第一中学校につきましては、昨年度も抽選校となっておりま

す。 

  学校別に御説明いたします。 

  牛込第一中学校につきましては、通学区域内の生徒数が122人、ここから19人の他校への

選択希望者を除いた103人に、81人の牛込第一中学校への選択希望者を加えた184人が現時点

での入学予定者となっております。 

  抽選の内容につきましては、裏面をご覧ください。 

  受け入れ可能数が120人、抽選基準を160人と設定させていただきました。抽選基準が受け

入れ可能数を超えているわけでございますが、これは中学校は小学校と違いまして、多くの

生徒さんが国立あるいは私立に進学している状況がございます。 

  牛込第一中学校では過去４年間の平均でも約４割の方が国立や私立への進学実績があるこ

とから、現時点では受け入れ可能数を超える数字、抽選基準が160でも実際の入学者は可能

数内におさまるものと想定したものです。 
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  単純計算では通学区域内の選択者が103人ですので、抽選で57人が当選となります。そし

て抽選ではきょうだいが通学している方が優先されますので、今回、区域外からの選択者81

人のうち、きょうだい関係が７名おりますので、その方たちは全員当選となりまして、残り

の74人のうち50人が当選、それ以外の24人が補欠となるものでございます。 

  次に牛込第三中学校についてですが、通学区域内の生徒数は167人で、他校への選択希望

者22人を除いた145人に51人の牛込第三中学校への選択希望者を加えた196人が現時点での入

学予定者となっております。 

  受け入れ可能数は120人で、牛込第三中学校の抽選基準につきましては、175人を想定して

おります。単純計算では抽選で30人が当選となります。今回、区域外からの選択者51人のう

ち、きょうだい関係が１人おりますので、その方は当選となり、残りの50人のうち29人が当

選、それ以外が補欠となるものです。 

  ただし、今回は区域外からの選択者の中には三つ子の方がいらっしゃいますので、その関

係でそのお子さんたちは３人で１組とすることから、当選30組、補欠が１番から19番となり

ます。 

  最後に新宿西戸山中学校ですが、通学区域内の生徒数211人から他校への選択希望者30人

を除いた181人に、希望者109人を加えた290人が現時点での入学予定者となっております。 

  受け入れ可能数は160人、抽選基準を今回は205人で設定をしております。したがいまして、

単純計算では通学区域内の選択者は181人なので、抽選で24人が当選となり、そして今回、

きょうだい関係が６人おりますので、その方々は全員当選、残りの103人のうち18人が当選、

それ以外の85人が補欠となるものでございます。 

  なお、四谷中学校、落合中学校、新宿中学校につきましても、現時点での入学予定者数が

受け入れ可能数を超えておりますが、先ほど牛込第一中学校の際に御説明をさせていただき

ましたとおり、国立や私立への進学状況を勘案いたしまして、こちらの３校につきましては、

抽選をしなくても結果的に受け入れ可能数内におさまるものと想定したものでございます。 

  抽選につきましては、11月12日に行う予定で、対象の方には通知を発送いたします。また、

補欠の繰り上げについてですが、私立中学校等への進学状況を勘案いたしまして、来年の２

月18日に繰り上げを行うものでございます。 

  報告については以上です。 

○羽原委員長 説明が終わりました。 

  報告１について、御意見、御質問のある方はどうぞ。 
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○菊池委員 すみません、すごく素朴な質問ですけれども、小学校は１学級35人というように

なるかと思いますけれども、中学校については１クラス40人でいくのでしょうか。 

○学校運営課長 今回、国において35人学級の考え方が一応示されて、これから仮にそのとお

り進んでいくとすれば、まず小学校の１年生から35人学級がスタートしまして、小学校６学

年を実施した後、中学校に移行していくというような計画でございました。したがいまして、

来年度につきましては中学校でただちに35人学級ということではなく、あくまでもそういっ

た中で40人学級を維持していく、しかるべき時点で35人学級に移行していく、このような考

え方ではないかと理解しております。 

○菊池委員 わかりました。 

───────────────────────────────────────────────── 

◆ 報告２ その他 

○羽原委員長 ほかに御質問がなければ次に本日の日程で、報告２、その他となっております

が、事務局から報告事項はございますか。 

○教育政策課長 特にございません。 

○羽原委員長 それでは報告事項は以上で終わります。 

───────────────────────────────────────────────── 

◎ 閉   会 

○羽原委員長 以上で本日の教育委員会は閉会といたします。 

───────────────────────────────────────────────── 

午後 ２時４６分閉会 
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